
き
ま
す
。
仲
間
と
共
に
学
び
合
う
「
グ

ル
ー
プ
学
習
エ
リ
ア
」、
一
人
で
集
中
し

て
学
習
に
取
り
組
む
「
個
別
学
習
エ
リ

ア
」、
学
習
成
果
の
発
表
や
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
で
き
る
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
エ

リ
ア
」、
専
属
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
学
習
支
援
が
受
け

ら
れ
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ
リ

ア
」
な
ど
多
様
な
学
び
を
支
え
る
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
大
勢
の
学
生

が
集
う
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
な
ら
で

は
の
、
新
た
な
視
点
、
発
想
の
ヒ
ン
ト
が

こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
秋
に
は
、
成
蹊
大
学
初
の

教
育
寮
が
誕
生
し
ま
す
。
様
々
な
国
籍
の

学
生
が
共
に
生
活 

す
る
こ
と
で
多
文
化
・

多
言
語
環
境
に
接
し
、
日
本
に
い
な
が
ら

異
文
化
理
解
、
国
際
感
覚
を
養
う
「
寮
内

留
学
」
と
い
う
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
キ
ャ
ン

パ
ス
内
外
で
の
学
び
を
通
じ
て
、
お
互
い

を
尊
重
し
合
い
多
様
な
価
値
観
で
物
事
を

捉
え
、
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

個
々
に
向
き
合
う
充
実
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制

　

就
職
活
動
を
成
功
に
導
く
た
め
の
秘
訣

は
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
と
と
も

に
、
早
め
の
準
備
を
行
う
こ
と
で
す
。
ど

の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
不

安
を
抱
え
る
学
生
を
最
大
限
支
援
す
る
の

が
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
１
年
次
か
ら

幅
広
く
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
３
年
次

か
ら
は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
対
応

森
もり

雄
ゆう

一
いち

学長
1994年東京大学大学院人文科学研究
科博士課程中退。修士（文学）（東京
大学）。専門は日本語の意味論・文体
論・文法論。成蹊大学文学部教授、
同文学部長などを経て、22年4月より
現職。著書に『学びのエクササイズ 
レトリック』（ひつじ書房）など。

　吉祥寺に全学部集約のワンキャンパスを擁する成蹊大学
は、1906（明治39）年、創立者・中村春二により本郷
西片町に創設された「成蹊園」を起源とします。その後、
中村の個人主義と自由主義を基礎に据えた人間教育に賛同
した岩崎小弥太と今村繁三の協力のもと、1912（同
45）年に「成蹊実務学校」を開設。旧制成蹊高等学校の
時代を経て今日へと至ります。
　創立以来のリベラルな校風のもと、「本物に触れる教育」
を通して、持続可能な社会に貢献できる人物の教育を展開。
「丸の内ビジネス研修」や「三菱海外ビジネス研修」など
の企業と連携した人材育成プログラム、全学共通の教育プ
ログラム、きめ細かなキャリア支援体制の充実なども大き
な特徴です。
　次の100年を睨んで「共創人材」の育成をめざす成蹊
大学は、2024年に文理融合を加速させる大学11号館が
完成。2026年には「文理の複眼思考」で他者との「共
創」をテーマに探究する新学部「国際共創学部」を開設予
定です。

「
共
創
⼈
材
  （1）

」
を
育
成
す
る
多
彩
な
学
び

持
続
可
能
な
社
会
実
現
を
目
指
し

26
年
４
月
に
は
「
国
際
共
創
学
部
」
を
開
設

成蹊大学
〒180-8633　東京都武蔵野市吉祥寺北町３-３-１　アドミッションセンター事務室　TEL 0422-37-3533　https://www.seikei.ac.jp/university/

創
立
時
か
ら
受
け
継
が
れ
る
理
念

Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
現
の
た
め
文
理
を
超
え
た
教
育

　

成
蹊
大
学
は
１
９
１
２
年
、
大
正
自
由

教
育
の
旗
手
で
あ
る
創
立
者
の
中
村
春
二

が
、
三
菱
財
閥
の
４
代
目
総
帥
の
岩
崎
小

弥
太
と
銀
行
家
・
今
村
繁
三
の
支
援
の
も

と
創
設
し
た
成
蹊
実
務
学
校
を
前
身
と
し

て
い
ま
す
。「
個
性
の
尊
重
」「
品
性
の
陶

冶
」「
勤
労
の
実
践
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、

小
中
高
大
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
一
堂

に
通
う
成
蹊
学
園
と
し
て
の
強
み
を
生
か

し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
個
性
と
自
由
を

尊
重
し
た
人
間
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
成
蹊
学
園
で
は
１
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
「
成
蹊
気
象
観
測
所
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
本
物
に
触
れ
る

教
育
」
を
教
育
の
原
点
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
本
物
に
触
れ
る
体
験
を
重
ね

る
こ
と
で
問
題
意
識
を
科
学
的
思
考
に
高

め
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
い
ち
早
く
目
指

し
て
い
る
の
で
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン

タ
ー
）  （2）

を
開
設
し
、
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
学
園
ぐ
る

く
選
抜
制
の
産
学
連
携
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
丸
の
内
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
（
Ｍ
Ｂ
Ｔ
：

M
arunouchi Business Training

）」

で
す
。
文
理
融
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

３
年
次
生
お
よ
び
大
学
院
１
年
次
生
を
対

象
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で
あ
る
丸
の

内
で
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る
企

業
と
共
に
、
異
な
る
考
え
方
や
専
門
分
野

へ
の
相
互
理
解
を
深
め
ま
す
。
４
月
の
学

内
準
備
研
修
か
ら
始
ま
り
、
丸
の
内
研
修
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
、
10
～
11
月
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
発
表
会
・
丸
の

内
成
果
発
表
会
ま
で
、
約
７
カ
月
か
け
て

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
三
菱
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

（
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｔ
：M

itsubishi O
verseas 

Business Training

）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

意
識
を
持
ち
、
将
来
海
外
で
活
躍
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
学
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
希
望
者
は
３
年

次
の
夏
期
休
業
期
間
中
の
約
１
週
間
に
わ

た
り
、
協
力
企
業
へ
派
遣
さ
れ
、
多
様
な

切
り
口
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
」

を
醸
成
し
、
将
来
的
な
人
格
形
成
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
繋
が
る
貴
重
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
学
共
通
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実

み
で
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
６
年

４
月
に
は
新
た
に
「
国
際
共
創
学
部
（
国

際
共
創
学
科
）」
を
開
設
し
ま
す
。

　

高
度
化
・
複
雑
化
し
た
現
代
の
社
会
課

題
の
解
決
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
、
従
来
の
文
系
・
理
系

の
枠
組
み
を
超
え
た
複
眼
的
思
考
を
備
え
、

他
者
と
の
「
共
創
」
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
共
創
学
部
で

は
、
創
立
以
来
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
蹊
大
学
が
、
次
の
１
０
０
年
を
見
据

え
る
中
で
作
り
あ
げ
た
学
部
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
お
よ
び
世
界
の
地
域
の
文
化
や
諸

課
題
を
知
り
、
人
の
営
み
そ
の
も
の
を
学

ぶ
「
国
際
日
本
学
専
攻
」
と
、
自
然
環
境

や
地
理
と
い
っ
た
人
と
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
を
探
究
す
る
「
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

学
専
攻
」
の
２
専
攻
を
設
定
。
専
門
教
育

と
「
文
理
複
眼
」
の
思
考
を
養
う
専
攻
を
横

断
し
た
学
び
、
そ
し
て
英
語
を
は
じ
め
と

す
る
諸
言
語
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ

た
情
報
分
析
な
ど
、
現
代
社
会
に
必
須
と

な
る
多
彩
な
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
育
成

　

実
務
学
校
を
源
流
に
も
つ
成
蹊
大
学
は
、

ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
社
会
で
の
諸

問
題
を
実
践
解
決
で
き
る
人
材
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
だ
け
で
は
な
く
、
学
外
で

の
学
び
も
必
要
で
す
。
成
蹊
大
学
に
は
、

産
業
界
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
続

（1） 共創人材
　「共創」とは、異なる立場や視点を持つ組織・
個人が連携し、新しい価値やアイデアを生み出
すプロセス。持続可能な社会の実現のために、
複眼的思考と他者との「共創」によって、あら
ゆる活動を推進していける「共創⼈材」を育成
している。

（2） サステナビリティ教育研究センター
（Seikei Education and Research Center for 

Sustainable Development、ESDセンター）
　2018年に開設。小学校から中学・高等学校、
大学までの連携によって持続可能な開発のため
の教育（ESD）を学園ぐるみで進めている。東
京・武蔵野エリアの地域ESD活動推進拠点の認
定を受けるとともに、世界と日本のユネスコス
クールのネットワークに参画し、さまざまな主
体と連携して、教育・研究に取り組むことで、
国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」
の実現に向けてささやかな貢献を重ねていく。

（3） オープンバッジ
　修得した知識やスキルを対外的に証明する国
際技術標準規格のデジタル証明書。成蹊大学で
は副専攻制度、成蹊Global Study Program、成
蹊アントレナーシッププログラム、丸の内ビジ
ネス研修、数理・データサイエンス・AIリテラ
シープログラムなどで発行している。

（4） キャリセンLIVE
　オンラインツールを使用し、就職活動時期に
合わせたトピックスを生配信（年間約20回実施）
している。配信が一方通行にならないように、
配信中に学生の質問に回答し、双方向のコミュ
ニケーションを図っている。疑問や不安を参加
者同士で共有することができ、就職活動へのモ
チベーションアップにもつなげている。

し
て
い
ま
す
。
全
学
生
が
吉
祥
寺
の
ワ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
と
い
う
特
徴
を
活
か

し
た
「
副
専
攻
制
度
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

「
自
分
の
専
門
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
学

問
分
野
の
基
礎
に
あ
る
思
想
や
哲
学
を
掘

り
下
げ
て
学
び
た
い
」
と
い
う
想
い
に
応

え
る
た
め
に
、
各
自
が
自
身
の
興
味
関
心

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
学

修
を
進
め
ら
れ
る
制
度
で
す
。
所
属
学
科

の
専
門
分
野
に
プ
ラ
ス
し
て
、
文
理
の
垣

根
を
越
え
多
様
な
副
専
攻
か
ら
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な

マ
ル
チ
な
専
門
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
始
動
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
学
部
横
断
型
の
「
成
蹊

Global Study Program

（
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）」

で
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｐ
の
特
徴
は
、
実
践
的
な
英

語
力
の
強
化
、
英
語
に
よ
る
専
門
科
目
、

Ｇ
Ｓ
Ｐ
専
用
の
少
人
数
発
信
型
の
ゼ
ミ
の

設
置
、
手
厚
い
経
済
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
、

こ
れ
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
貢
献

で
き
る
ス
キ
ル
や
積
極
性
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、「
副
専
攻
制
度
」「
成

蹊Global Study Program

」
の
修
了
証

は
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
の
一
つ
で
あ
る
オ
ー

プ
ン
バ
ッ
ジ
  （3）

で
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
自
ら
問
い
、
自
ら
考
え
、

自
ら
答
え
を
引
き
出
す
」
と
い
う
、
成
蹊

大
学
が
ず
っ
と
大
切
に
し
て
き
た
主
体
的

な
学
び
の
姿
勢
を
、
よ
り
加
速
さ
せ
る
場

が
完
成
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
、
新
11

号
館
に
誕
生
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

「
ト
ー
リ
ウ
ム
」
で
す
。

　

最
先
端
の
研
究
環
境
を
備
え
た
理
工
学

部
の
研
究
室
と
情
報
教
育
設
備
に
加
え
、

文
系･

理
系
が
共
創
し
た
学
び
を
促
進
で

な
ど
具
体
的
な
就
職
活
動
全
般
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
。
学
生
が
相
談
員
を
選
択
し

て
予
約
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ

ま
す
。「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」「
キ
ャ
リ

セ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
  （4）

」「
優
良
企
業
の
探
し
方

講
座
」「
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
各

種
支
援
講
座
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

成
蹊
大
学
の
２
０
２
４
年
度
の
就
職
率

は
97
・
２
％
。
就
職
希
望
者
の
約
６
割
が

企
業
規
模
従
業
員
１
０
０
０
名
以
上
の
大

企
業
に
就
職
を
し
て
お
り
、
経
済
動
向
に

か
か
わ
ら
ず
高
い
実
績
を
残
し
続
け
て
い

ま
す
。

　
「
成
蹊
大
学
は
全
学
部
が
一
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
り
、
文
系
理
系
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
た
め
、
将
来
が
心
配
と
い
う
方
も
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
活

気
あ
る
吉
祥
寺
の
街
と
魅
力
に
富
ん
だ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
４
年
間
充
実
し
た
時
を
過

ご
し
、
大
い
に
成
長
な
さ
れ
る
よ
う
教
職

員
一
同
全
力
で
支
援
し
ま
す
。
ご
入
学
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
、
森
雄
一
学
長

は
受
験
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

国内ではこれまで数少ない「文理の複眼思考」を養う学部を目指します。
2つの専攻それぞれを通して専門性を身につけ、また学びを横断させながら、

共創人材としての確かなスキル・知識を身につけます。
ふとした疑問や気づきも、

2専攻の多彩な学びにつながっていきます。

国際日本学
専攻

環境
サステナビリティ学

専攻
学びの対象

様々な風土の中で培われた
生活様式や価値観

世界の中の日本文化
地域社会、異文化

＝

学びの対象

身の回りの
生活環境・地球環境

地球・地域環境
防災・減災

＝

地域や世界の社会課題の理解・解決
持続可能で、より良い未来の実現

日本ならではの景色を、
100 年先まで守ることは
できるだろうか。

政治や経済のリーダーでなくても
世界中の人たちとの

橋渡しはできるのでは？

災害リスクをもっと正確に。
それが、もっと安心・安全な
まちづくりにつながるはず。

若者が「暮らし続けたい」と
思える地域社会をつくるには
どうしたらいいだろう？

こんな人にオススメ！

「国際共創学部（26年4月開設予定）」
の学びの分野

成蹊大学

077 卓越する大学 成蹊大学 076


